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                                    ガス販売事業者  

 

                                    ガス工事施工者の  

 

                                    皆様へ  

 

 

                                     １．製品説明  

 

                                     ２．安全のために  

 

                                     ３．設備工事  

 

                                     ４．使用前の点検  

 

                                     ５．定期点検  

 

                                     ６．バイパス配管のおすすめ  

 

                                     ７．アフターサービスと保険期間  

 

 

                            はじめに   

 

     この取扱説明書は製品説明・安全のために・設備工事・使用前の点検・定期点検  

    の順に作成してあります。  

     お客様にＬＰガスを安全・快適に使用していただくため、液化石油ガス法・省  

    令補完基準・設備士ハンドブック等遵守するほか、この取扱説明書を良く読んで  

    ＬＰガス設備の安全を図ってください。  

        なお、この説明書で    や    を付してありますが、   は禁止、   は警告又は  

注意を表したものです。  

 

 

 

 

 

  お願い   

          １）この取扱説明書の内容や、商品の仕様をお断りなく変更する場合がありますので  

       ご了承ください。  

     ２）商品や取扱説明書の内容に万一ご不審な点がありましたら、弊社にお問い合わせ  

       ください。  
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１  

 
      製品説明  

 

 

    簡易ガス用感震自動ガス遮断装置（ＬＰガス用対震自動遮断器）（以下、感震自動  

 遮断装置と呼びます）は、地震発生の際に感震器で地震動を検知して遮断弁でガスを  

 遮断するシステムです。  

 

       かつら感震遮断装置「グラピタ」  

      システム図  

 

             感震器     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

遮断弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         このシステムの遮断弁には使用圧力が中圧用（ＭＶシリーズ）と高圧用（  

    ＨＶシリーズ）が、感震器には簡易ガス用（２５０型、４００型）とＬＰガ  

    ス用（２００型）があります。  

        用途を確認の上ご使用ください。  

 

         製品には、「保証書」、「取扱説明書」を同梱してありますのでご確認の  

       上大切に保管してください。  

 

 

 

 

 

液体のＬＰガスでは絶対に 

使用しないで下さい。 
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〈感震器の主な仕様〉  

       

    Ｇ－２００    Ｇ－２５０    Ｇ－４００   

  基本構造  作動方式                重垂磁石式（機械式）   

  と機能  取付方法  壁面取付   地盤面設置型（ボックス付）   

  ﾚﾘ-ｽﾞ接続部           Ｍ１２×１  雌ネジ   

  動作表示   感震器本体表示窓   緑色：警戒   赤色：作動   

  リセット方式   「ツマミ」の回転による   

  出  力   垂直方向押出し：１ｋｇ  出力長さ４ｍｍ以上   

   本  体：幅１２９×高さ１４３×奥行き９５   

   外観寸法     幅   １４７    外箱：幅   １８３   

      高さ   １６３          高さ  ３７９   

      奥行き１０５          奥行き１３３   

  感震検出機能  １５０～２５０ガル  ２００～２５０ガル  ３２０～４００ガル   

  感震機能  動作点検  感震器のツマミの回転による手動操作   

  精度点検         －   感震器の傾斜による作動角度の確認   

  本  体   ＡＳＡ樹脂   

 主要材質  センサ           アルニコ／希土類金属   

  センサ保持部           ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ／黄銅   

  取付板   ＳＰＣＣ               －   

  外箱       －       ＳＰＣＣ  ＳＳ３３０   

  耐候性   簡易防滴構造   

 適   用  使用温度範囲  －１０～４０℃   

  使用湿度範囲  ９０％ＲＨ以下   

  最大耐用年数  １０年（但し雨水、塩害などないこと）   

   かつらグラピタ   MV-15・ MV-25・ MV-25F・ MV-40F  

  適用遮断弁    

   遮断弁シリーズ   HV-25F  

 

〈感震器の外観寸法図〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         Ｇ－２００                           Ｇ－２５０．Ｇ－４００  
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〈感震器の動作原理〉  
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  〈遮断弁の主な仕様〉                 

                                     

    MV-15   MV-25    MV-25F    MV-40F   HV-25F  

 

基本構造と  

  機  能  

作動方式                磁石レバー式（機械式）   

 接続口径    Rc1/2     Rc1 25A20Kﾌﾗﾝｼﾞ 40A20Kﾌﾗﾝｼﾞ 25A20Kﾌﾗﾝｼﾞ  

 流量  kg/h    ３０     ７０    １００    ２００    １００   

 ﾚﾘｰｽﾞ接続部           Ｍ１２×１  雌ネジ   

   ハウジングキャップ部   無色：弁開  赤色：弁閉   

  動作表示    

   接点出力      (ａ接点  接点容量： DC30V 3A)  

 リセット方式   感震器リセット後、手動による   

 耐圧試験圧力                 ０．８ＭＰａ  ２．６ＭＰａ   

 最高使用圧力                 ０．２ＭＰａ  1.56ＭＰａ   

   入  力   水平方向押出し：３００ｇ  入力長さ３ｍｍ以上   

   作動点検   感震器の操作による手動点検   

 
主要材質  

  本  体   ＦＣＤ４５０   

   ハウジング   ＡＤＣ１２   

 

適   用  

 耐候性   簡易防滴構造   

 使用温度範囲  －１０～４０℃   

 使用湿度範囲  ９０％ＲＨ以下   

 最大耐用年数  １０年（但し雨水、塩害などないこと）   

 適用感震器  かつらグラピタ      Ｇ－２００   

  感震器シリーズ      Ｇ－２５０、Ｇ－４００   

〈遮断弁の外観寸法図〉  

    ＭＶ－１５，  ＭＶ－２５                            ＭＶ－２５Ｆ  

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ＭＶ－４０Ｆ                               ＨＶ－２５Ｆ  
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〈遮断弁の動作原理〉  

                    小口径遮断弁の動作原理  

                           

図 1待機状態                       １．図１の待機状態は、永久磁石に吸着された吸着板に  

                  保持された作動ロッドの先端に弁体が取り付けられて  

                  います。  

                                     吸 着 板 は 作 動 ス プ リ ング に よ っ て 弁 を 閉 じ る方 向 に

                   押されていますが、永久磁石の吸着力が強いために閉  

                  じることはありません。  

 

                                    ２．この状態で「赤いツマミ」はキャップの不透明な部  

                  分に隠れていて、弁が開いている状態を示しています。  

                                  

                  ３．感震器が作動して作動スピンドルが押し下げられる  

                  と、この力が遮断弁のレバーに取り付けられたレリー   

                  ズ先端に伝達されレバーを押します。  

 

図 2作動状態                         ４．レバーはレリーズからの力を拡大して吸着板を永久  

                  磁石から引き離し、作動スプリングによって弁を閉じ   

                 ます。  

 

                                 ５．図２は弁が閉じた状態で、赤いツマミを引くと弁体  

                  が一緒に持ち上げられ、吸着板が永久磁石に押しつけ   

                 られると吸着して図１の状態に戻ります。  

                    この時、感震器が作動状態であればレリーズ先端が  

                  レバーを押すために復帰する事が出来ません。  

 

                                 ６．リミットスイッチは弁の開閉の状態を接点信号で移  

                  報します。  

 

 

                    大口径遮断弁の動作原理  

                                     

 大口径遮断弁も基本的な作動原理は小口径と同一ですが、復帰の際の弁体に加わる入り口側圧力

の影響を避けるために副弁構造としています。                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１  弁開状態                図２  弁閉状態             図３  復帰動作状態  
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２  

 
      安全のために  

 

 

          １）この製品は簡易ガス用や、ＬＰガス専  

      用の遮断システムです。         

       ＬＰガス以外に使用すると機能が損なわ         

            れる恐れがありますので他の用途には使         

            用しないでください。                     

       ※液体のＬＰガスでは絶対に使用しないで下さい。 

 

        ２）この製品は、工場で精密に組付けたも  

            のです。分解・改造などするとガス漏れ  

      等による事故発生の原因となります。絶  

      対に改造や分解をしないでください。                  

                                                   

        ３）この製品は衝撃を受けるとガス漏れや  

      不時作動などの事故につながる恐れがあ  

      りますので、絶対に叩いたり、物を当て  

      たりなどの、衝撃を与えないでください。    

            また重い物を乗せたりしないでください。           

                 

        ４）雨風や落雪及び落下物等により損傷の  

            恐れのある場所、また長時間直射日光に           

            さらされる場所に設置する場合は、収納                                         

           庫等で適切に防護してください。  

 

        ５）次のような所には設置しないでくださ                      

      い。      

       ・振動のある所、扉の開閉などによる      

         振動を受ける場所                       

          ・高温や多湿、水滴のかかる所  

       ・塩害を受ける所              

 

      感震器  

     １）  感震器は、強固な基礎、壁面や柱に固定してください。  

              誤作動の原因になりますのでスチール製の  

          容器収納庫の壁面や柱には絶対に設置しな  

          いでください。  

          ２）感震器本体は絶対に分解しないでください。  

       ３）運搬の際は必ず、感震器のツマミを「固定」の位置でロックネジを締めてくだ     

         さい。    

  ！    ４）本製品の性能上、設置場所の地盤、構造物の状態などにより、一般の地震情報     

         と異なる作動特性を示す場合があります。  

      

      遮断弁  

          １）遮断弁のキャップは必ず取り付けて使用してください。     

          ２）防爆区域で遮断弁内蔵の開閉信号をご使用の場合は、別売のバリアーリレーを     

         使用してください。  
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３  

 
      設置工事  

 

 

   施工順序１ 取付場所の決定  

     １）Ｇ－２００と遮断弁の組み合わせの場合  

                 感震器と遮断弁を接続させるレリーズ  

                  の長さは５００、１０００ｍｍです。  

               ご採用のレリ－ズの長さを確認してく  

               ださい。レリーズ長さが１８００ｍｍ  

               の場合はＧ－２５０・Ｇ－４００場合  

               をご覧ください。                                          

      

      ①  通常、感震器は遮断弁取付場所より左側の                              

      斜め上に取り付けます。                                                                

          遮断弁のレリーズ取付部と感震器のレリー  

       ズ取付部が直線距離で３５０ｍｍ前後となる  

              場所を決定してください。  

              バイパス配管をご使用の際、感震器と遮断  

            弁を２セット取付ける場合や左側に感震器を  

            取付けられない場合は、遮断弁取付場所より  

            右側の斜め上に感震器を取付けます。この場  

            合はレリーズ長さ１０００ｍｍをご使用してください。 

            遮断弁のレリーズ取付部と感震器のレリ－ズ  

            取付部が直線距離で５００ｍｍ前後となる場  

            所を決定してください。  

      ②  このとき感震器取付部が強固な壁や柱で、  

       扉の開閉や容器の移動による衝撃や振動等の  

       影響がない事も併せて確認してください。  

      ③  遮断弁と感震器をそれぞれ後述してある説  

       明に従い取り付けてください。  

  

     ２）Ｇ－２５０・Ｇ－４００と遮断弁の組み合わせの場合  

                  感震器と遮断弁を接続させるレリーズの  

              長さは１８００ｍｍです。ご採用のレリー 

              ズの長さを確認してください。         

            レリーズ長さが５００、１０００ｍｍの  

              場合は感震器を取り付けられません。  

                                                  

            ①   感震器は遮断弁取付場所より左側の斜め下  

       の強固な地面に取り付けます。  

          遮断弁のレリーズ取付部と感震器のレリー  

       ズ取付部が直線距離で１３００ｍｍ前後とな  

       る場所を決定してください。  

      ②  感震器は床面に溜まった水による腐食防止  

       及び容器移動時の接触による誤作動を防止す   

              るために、例図のような基礎を設けその上に  

              強固に固定してください。  

      ③  遮断弁と感震器をそれぞれ後述してある説  

       明に従い取り付けてください。  
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   施工順序２ 遮断弁の取付  

      １．遮断弁の各部の名称（例：ＭＶ－２５Ｆ）  

           

 

 

 

 

 

 

           

           

           

      ２．遮断弁の取付方法  

         １）遮断弁はキャップが下向きになるよう  

      な取付工事は絶対に行わないでください。   

            遮断弁の取付工事はキャップが横向きか、  

            上向きになるように施工してください。                                 

            また、ｶﾞｽの流れ方向と本体に鋳出しした                                        

         矢印が一致するように取付てください。            ×  

 

     ２）遮断弁の取付工事は資格のある人が自           

       から施工してください。                     

                                                    

       ３）火気に近い場所、炎や輻射熱をを受け           

       る場所には設置しないでください。           

                                                    

     ４）遮断弁は、有害ガス（例：アンモニア、           

      亜硫酸ガス等）の影響を受ける恐れのあ           

      る場所には設置しないでください。           

                                                    

     ５）入口側フランジは、同梱のフランジパ           

           ッキンとボルト・ナット・バネ座金を使          

      用し、片締めにならないよう均等に締め           

      付けてください。              

                                                    

      その際、遮断弁のフランジのボルト穴と           

      配管のフランジのボルト穴が合うように           

      高圧集合管の位置を決め、遮断弁のフラ            

            ンジを回すことのないようご注意下さい。                                

               

        ６）入口側接続がねじ接続ものは中圧配管  

      に適切な力でねじ込んでください。  

              その際、ねじの先端２山を残してガス用シールテープ（又はガス用不乾  

            性シール剤塗布）を巻いて締付けてください。シール剤が管路中に侵入し  

            ないように注意してください。  

 

      ７）遮断弁出口に直接二段二次調整器 KLS-100を接続する場合は、同梱のボルトをフラ

ンジに直接取り付けることが出来ませんので、JIS B 1173 植込みボルト（ M16×80 

推奨）を使用して下さい。  
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 施 工 順 序 ３   感 震 器 の 取 付 及 び レ リ ー ズ と の 接 続 方 法                                   

 

  １）取付板又は外箱の取付  

  ①感震器取付場所が決定後、Ｇ－２００の場合、感震器本体と取付板を取り  

   外してください。Ｇ－２５０，Ｇ－４００の場合、外箱から感震器本 体を         

  取り外してください。  

  ②・Ｇ－２００の場合は取付板を、壁面等にしっかり固定してください。         

   （このとき、取付板は出来るだけ垂直及び水平に取付けてください。）  

    ・Ｇ－２５０・Ｇ－４００の場合は、外箱ベースの底面を施工順序１の例  

    図に示した水平な基礎の上にしっかり固定してください。  

 

 ２）感震器とレリーズの接続  

    レリーズの接続は以下の手順で行ってください。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

        レリーズには取り付け方向があり、ロックナットのある方が遮断弁側となります。  

        間違わないようにしてください。  

 

    ①感震器のツマミを「固定」の位置にし  

     てください。  

      ツマミが「使用」の位置になってい  

      て、ロックネジでロックされている  

      場合は、必ずロックネジを約４ｍｍ  

      緩めてロックをはずしてからツマミ  

      を回してください。  

    ②レリーズの感震器接続側の止メネジを                        

     指で一杯に締め付けてください。  

          （先端ネジが約５ｍｍ出た状態です。）                        

    ③感震器のレリーズ取付部にはブッシュ  

     ゴムがセットされています。奥まで入っ  

     ているか目視により確認してください。  

    ④感震器側取付ナットを感震器のレリー  

     ズ接続部にネジ込みます。感震器のネ  

     ジは樹脂製ですので指で充分噛み合わ  

     せを確認しながら止まるまで締め付け  

     てください。  

    ⑤小型スパナ (ﾚﾝﾁｻｲｽﾞ17mm）を用いて適  

     度な力で増し締めしてください。  
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  ３）感震器の取付  

    ＊感震器を取付板（Ｇ－２００の場合）あるいはボックス本体（Ｇ－２５０・  

    ４００の場合）に取り付けます。  

 

   ［Ｇ－２００］の場合  

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

          ①取付板に水準器調整ネジと水準器調整ナットのネジで感震器本体を前後  

      左右に動かしながら玉鎖が、水準器の穴に触れないように仮止めしてく  

      ださい。  

     ②さらに、玉鎖が水準器の中心にくるように微調整を行った後、ネジと調  

      整ナットを確実に締めてください。  

         ！  玉鎖が水準器の中心にないと、誤作動の原因になりますのでご注意  

        ください。  

 

      ［Ｇ－２５０・Ｇ－４００］の場合  

 

 

 

                                                ①外箱ベースの壁面に感震器本  

                                                 体を、水準器ネジと水準器調  

                                                  整ナットのネジで玉鎖が水準  

                         器の穴に触れないように仮止  

                         めしてください。  

                        ②さらに、玉鎖が水準器の中心  

                         にくるように微調整を行った  

                         後、ネジと調整ナットを確実  

                         に締めてください。  

                                                ③目盛板の  0点を感震器本体の  

                                                  印の位置に合わせてください。  

 

 

 

         

 

       ！  玉鎖が水準器の中心にないと、誤作動の原因になりますのでご注意  

        ください。  
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施 工 順 序 ４  遮 断 弁 と レ リ ー ズ の 接 続 及 び 調 整 方 法                                    

  １）レリーズの曲げ方  

        ①レリーズ本体を両手を使ってゆっく  

     りと出来るだけ大きく曲げながら、  

     遮断弁のレリーズ接続部のネジに真  

     っ直ぐに合わせてください。  

          レリーズは半径１５０ｍｍ未満の  

      曲げや、折れ曲げをしないでくだ  

      さい。  

                                               

  ２）遮断弁とレリーズの接続  

        ①レリーズの遮断弁接続側の調整ネジ  

     を先端ネジが約２ｍｍ出た状態にセ  

     ットしてください。  

        ②ロックナットを遮断弁側取付ナット  

          のネジの一番奥までねじ込んでおき  

          ます。  

        ③遮断弁側取付ナットを遮断弁のレリ  

          ーズ接続部に２～３山ネジ込みます。  

 

 ３）作動位置の調節  

    ①感震器のツマミが「固定」の位置に  

     なっていることを確認してください。  

    ②遮断弁のキャップをはずして、赤い  

     ツマミをゆっくりと真っ直ぐに引き  

     上げてください。  

    ③遮断弁側取付ナットを遮断弁が作動  

     するまで、指でゆっくりと締め込ん  

     でください。  

       ﾚﾘｰｽﾞの曲げ方によっては作動しない場合 

       があります。この場合はﾚﾘ-ｽﾞの調整ﾈｼﾞを 

       一杯にねじ込んでください。 

        ④遮断弁が作動した位置から約２回転  

     ほど取付ナットをゆるめてロックナ  

     ットで固定してください。  

       ③の操作で遮断弁が作動しない場合でも④ 

       の操作をしてください。 

     ⑤その状態で遮断弁の赤いツマミを引  

     き上げて、遮断弁が復帰出来ること  

     を確認してください。  

     また、遮断弁が復帰の状態でレリー  

     ズをゆらしても作動しないことを確  

     認してください。  

      復帰出来ない場合やレリーズをゆ  

      らすと作動する場合は、さらに１  

      回転ゆるめた位置にセットし、も  

      う一度⑤の操作を行ってください。  

    ⑥ ５  定期点検  に従って ｾｯﾄ（ ﾘｾｯﾄ）  

     と復帰作動が確実に行われることを  
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     2～ 3回繰り返して確認してください。  

        ⑦最後に小型のスパナでロックナット  

     をしっかり締め付けてください。  

           同梱されている防水用処理剤 (ﾊﾞｽﾎﾞﾝﾄﾞ)を遮断弁側取付ナット部に充填してください。 

        ⑧セットが終わりましたら感震器のツマミを「使用」の位置まで回し、ツマミのロック  

    ネジを締め固定してください。  

    ⑨レリーズが動かないように壁に固定してください。  

 

 
４  

 
      使用前の点検  

 

      １）遮断弁の取付工事終了時には、法律で定められたガス配管の気密試験を実施し、   

         漏れのないことを確認してください。  

 

      ２）周囲に火気のないことを確認した後、配管内のエアーパージを行ってください。  

                                                                                      

       ３）下記の ５  定期点検  に従って、作動点検を行ってください  

 

       ４）この場合、セット（リセット）  動作点検  復帰動作を３回程度行って、その  

       全てが正常に進むことを確認してください。            

                                            

 
５  

 
    定期点検  

 

   １）ツマミ操作による作動点検（Ｇ－２００，Ｇ－２５０，Ｇ－４００）  

     セット（リセット）  

      ①感震器のつまみを「固定」の位置まで回してから、「使用」の位置に戻してくださ  

     い。（作動表示窓が緑色であることを確認してください）  

     ②感震器のツマミロックネジを締め付けてロックしてください。  

      ③遮断弁の「赤いツマミ」をゆっくりと真っ直ぐに引き上げ開弁してください。   

     （「赤いツマミ」が引っ張られて戻されないことを確認してください）  

       ④配管にガスが流れていることを確認してください。  

      動作点検  

     ①感震器のロックネジを約４ｍｍゆるめてロックをはずしてください。  

       ②感震器のツマミを「試験」の位置まで回してください。  

       ③遮断弁の「赤いツマミ」がキャップの透明な部分に現れ、感震器の表示窓が赤色を  

     示すことを確認してください。  

       ④ガスが止まった事を確認してください。  

       復帰動作  

       ①器具の元栓を全て閉めてください。  

      ②機器類や、配管に異常が無いことを確認してください。  

      ③遮断弁下流側に漏洩がないことを確認してください。  

      ④セット（リセット）に従って操作してください。  

 

   ２）ガル値チェックによる精度点検（Ｇ－２５０，Ｇ－４００）  

          ①外箱のカバーを外してください。  

          ②水準器が正しく、中心にあることを確認してください。  

          ③水準器調整ネジを取り外してください。  

          ④水準器調整ナットを感震器が左右に動かせる程度にゆるめて、ナットを軸に本体を  

     向かって左側にゆっくり回転させて、動作したときのベース指針の指示する目盛り   

    を読み取ってください。この操作を２～３回繰り返し、それ ぞれの指示値の値の平       
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      均が目盛りの赤色の範囲に入っているか確認してください。  

          ⑤点検終了後は、元の状態に戻してしっかり固定してください。  

 

   ３）年に一回以上は定期点検を行って下さい。  

 

 

 ６  
 

    バイパス配管のおすすめ  
 

      １．感震自動遮断装置は遮断弁の保守点検のためにバイパス配管をおすすめします。  

 

        高圧バイパス方式  

     ①通常バイパスを開いている場合       ②通常バイパスを閉じている場合  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        低圧Ｗ方式  

     ①通常バイパスを開いている場合       ②通常バイパスを閉じている場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  簡易ガス用設備の場合、地震発生の際、所定の緊急供給停止振動値以下での不時作動時によるガ

ス供給停止の確率を低下させるとともに、停止すべき時に確実にガス供給を停止させるためにはバ

イパスラインにも感震器と遮断弁を設置し、バイパスを開いたままの使用方法をおすすめします。 

 

 
７  

 
    アフターサービスと保証期間  

 

この装置の保証期間は出荷後１年です。この間に発生した製造上の責任による故障の場合、製品

の無償交換を行います。  

この装置の交換期限は出荷後１０年です。また、交換期限内でも性能に異常が生じた時は、新品

と交換してください。   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


